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北
海
道
内
の
自
治
体
の
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
物
価
高
に
加
え
、
高
齢
者
の
進
行

に
伴
う
医
療
給
付
費
な
ど
の
保
健
福
祉
費
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
へ
の
支
出
増
が
重
荷
と
な
っ

て
い
る
の
だ
。
各
自
治
体
は
貯
金
に
あ
た
る
「
財

政
調
整
基
金
」
の
取
り
崩
し
や
事
業
の
見
直
し
で

財
源
を
捻
出
し
て
い
る
が
、
公
共
施
設
の
利
用
料

値
上
げ
な
ど
に
踏
み
切
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
治

体
、
住
民
双
方
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
問
題
だ
。

　
人
口
上
位
一
二
市
の
二
〇
二
五
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
、
岩
見
沢
を
除
く
札
幌
、
旭
川
、
函
館
、

苫
小
牧
、
帯
広
、
釧
路
、
江
別
、
北
見
、
小
樽
、

千
歳
、
室
蘭
の
一
一
市
で
前
年
度
を
上
回
り
、
八

市
は
過
去
最
大
に
な
っ
た
。
賃
上
げ
に
伴
う
個
人

住
民
税
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
歳
入
の
二
～
三

割
を
占
め
る
市
税
収
入
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し

増
加
分
は
、
札
幌
市
を
除
け
ば
一
億
～
二
二
億
円

程
度
。膨
ら
む
歳
出
に
全
く
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

　
各
自
治
体
を
苦
し
め
て
い
る
の
は
、
人
件
費
や

保
健
福
祉
費
な
ど
の
「
固
定
経
費
」
だ
。
例
え
ば

札
幌
市
で
は
燃
料
費
の
高
騰
に
加
え
、
労
務
単
価

の
引
き
上
げ
で
道
路
除
雪
費
が
前
年
度
か
ら
一
一

億
円
増
え
た
。
帯
広
市
は
医
療
や
介
護
な
ど
福
祉

関
係
の
民
生
費
が
二
一
億
円
膨
ら
ん
だ
。
耐
用
年

数
が
近
づ
く
公
共
施
設
な
ど
の
保
全
も
の
し
か
か

る
。
必
要
な
建
設
資
材
や
工
事
費
も
高
騰
し
て
い

る
。

　
多
く
の
自
治
体
が
予
算
査
定
を
厳
格
化
し
て
歳

出
の
圧
縮
を
図
る
が
、
固
定
経
費
や
社
会
イ
ン
フ

散 射 韻

と
な
る
見
込
み
で
、
国
の
基
準
（
二
〇
％
）
を
超

え
て
経
営
健
全
化
団
体
と
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
に
は
市
が
一
般
会
計
か
ら

毎
年
約
一
六
億
円
を
繰
り
出
し
て
い
る
。
赤
字
が

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
市
は
三
〇
年
度
に
は
全

会
計
合
わ
せ
た
決
算
で
夕
張
市
と
同
じ
財
政
再
生

団
体
に
転
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の

た
め
、
市
立
室
蘭
総
合
病
院
は
、
民
間
総
合
病
院

の
日
鋼
記
念
病
院
と
統
合
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
滝
川
市
立
病
院
も
経
営
が
悪
化
し
、
毎
年
約
一

一
億
円
を
支
出
し
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
病
院
事

業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
に
つ
い
て
、
二
五
年
度

は
三
億
円
多
い
一
四
億
円
を
計
上
。
一
般
会
計
が

圧
迫
さ
れ
た
あ
お
り
を
受
け
、
長
年
の
懸
案
と

な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
滝
川
駅
周
辺
地
区
再
生
整
備
事

業
が
い
っ
た
ん
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昨
年
末
、
地
方
財
政
審
議
会
は
、
今
後
目
指
す

べ
き
地
方
財
政
の
姿
と
地
方
財
政
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
の
意
見
を
ま
と
め
た
。
た
だ
、
書
か
れ
て

い
る
の
は
「
地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
地
方
税

等
の
自
主
財
源
の
増
加
に
努
め
る
」「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
重
点
化
・
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
」
と
、
一
般
論
に
と
ど
ま
る
。

　
具
体
的
な
処
方
箋
は
な
か
な
か
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
一
つ
確
か
な
の
は
、
従
来
の
財
政
構
造
で
は

二
〇
年
後
、
三
〇
年
後
の
自
治
体
運
営
は
不
可
能

に
近
い
と
い
う
こ
と
だ
。
ど
う
転
換
を
図
る
か
、

模
索
し
続
け
る
し
か
な
い
。　
　
　
　
　

＜

柊＞

ラ
に
関
す
る
予
算
は
住
民
生
活
に
直
結
す
る
だ
け

に
削
減
は
難
し
く
、
悩
ま
し
い
。

　
特
に
深
刻
な
の
は
北
見
市
だ
。
二
五
年
度
予
算

を
巡
り
一
五
億
円
も
の
財
源
不
足
が
判
明
し
、
編

成
が
一
時
危
ぶ
ま
れ
、
定
例
市
議
会
の
開
会
が
一

週
間
遅
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
。
北
見
市
は
〇
六
年

の
旧
四
市
町
合
併
後
、
旧
市
町
ご
と
に
図
書
館
や

プ
ー
ル
な
ど
を
次
々
と
建
設
し
た
。
そ
の
ツ
ケ
が

回
っ
て
き
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
削
れ
な
い
以
上
は
、
住
民
に
負
担

を
求
め
る
し
か
な
い
。
旭
川
市
は
二
五
年
度
に
公

民
館
の
利
用
料
な
ど
計
千
項
目
以
上
の
値
上
げ
を

検
討
す
る
。
札
幌
市
も
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

模
索
す
る
と
い
う
。
北
見
市
で
は
長
寿
祝
い
金
の

全
廃
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
自
治
体
財
政
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

る
の
は
、
公
立
病
院
の
経
営
悪
化
だ
。

　
各
病
院
で
は
物
価
高
の
影
響
で
診
療
材
料
費
や

光
熱
費
が
急
増
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
に
あ
っ
て
は
、
病
床
の
確
保
に
伴
う
補
助
金

で
経
営
は
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
補
助
金
が

削
減
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
を
控

え
る
動
き
が
定
着
し
、
二
三
年
五
月
の
五
類
移
行

後
も
患
者
は
戻
っ
て
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

収
支
が
悪
化
し
て
い
る
。

　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
で
は
、
二
五
年
度
に
赤
字

額
が
過
去
最
大
の
一
九
億
八
千
万
円
に
拡
大
す
る

見
通
し
。
事
業
規
模
に
対
す
る
資
金
不
足
の
割
合

を
示
す
資
金
不
足
比
率
は
、二
五
年
度
末
に
三
三
％

綱渡りの自治体財政


